20171210レムナント教会２部
現場の回復（Ⅱサムエル8:9-18）
イエス様は、すべて完了したと言われました。すべてを完了したと日本語では完了と使います。完了ということは、いままでのすべてのことが終わったということです。ここから新しく始まることです。完了されてすべて成し遂げたものをもって新しく始めることです。それならば残ったものは、信仰と味わうことしかありません。救いを成し遂げるために頑張ってきたことがすべて終わってしまったということです。過越し祭を守り割礼をして預言者たちのことがすべて終わってしまったということです。安息日を守り供え物を供える、そういったことはもういらなくなりました。すべて完了したということがわからなければ、教会に通っても律法になります。信仰生活が重荷になってしまったり、私がやりたいことができなくなると誤解したりします。ですから、ここから新しく始めることです。皆さんもすべて完了したという告白から始めなければ、正しい始まりができません。何も引っかからないことです。誰でも信仰によって救われます。また救われた者は、条件、環境、状況と何の関係もありません。すべて完了されたので完璧なものをもって味わうだけでいいです。神様と神様の福音を楽しみ喜ぶものになってください。そのとき私たちの力と関係なく、現場を回復する実が結ぶことが付いてきます。ですから、ダビデが準備されると、行く所々すべて征服されます。

現場はいまどういうところですか。発展されているように見えます。ときにはいろいろな差があるように見えます。ある人は一生懸命生きます。ある人は刑務所に入ることもあります。けれども、世の中という現場をうわべだけで見てはいけません。個人と家庭、そして、教育、文化のすべての部分、政治経済のすべて、それ以上、それ以下も多くあると思います。このすべてのことが暗やみに縛られています。うまくできるできない関係なく、神様がいないことがベースとして敷いてあることです。そのことは認めたくないけれどもすべての暗やみ、サタンが主人となっています。これを知っている人は、私たちしかいません。力あるない、偉い偉くないは何の関係もありません。この現場を福音で回復することが神様の願いです。サタンが主人となっているところに神様が主人になることです。個人が一生懸命生きるように見えます。それが神様がいないところから始まるわけです。そのことばをひっくり返すと、一生懸命生きてもサタンが主人だということです。一生懸命生きれば生きるほど、神様を強く否定するようになります。どうしてですか。一生懸命生きることが悪いことではありません。主人がサタンだからです。ですから、一生懸命生きるように助けることではありません。教育をどのようにするのかではありません。サタンが主人となっているところを、神様が主人になれるようにさせることです。この部分を認めなければ、教会は存在する理由などありません。福音だけが回復します。これが現場の征服だという意味です。

いつどのようにこのように現場が回復するのでしょうか。先週もお話ししました。ダビデは感謝を正しく回復しました。現場の回復のためには、個人の感謝の回復が優先順位です。先週のメッセージをもう一度よく考えてください。皆さんが救いの感謝がなければ、皆さんのいる現場の回復ができません。私たちが少しでも希望のない絶望的な罪人であることを認めることです。ですから、わたしが生きる希望はキリストのみです。神様はキリストをとおして救いをプレゼントとしてくださいました。私が罪人であったとき、私のために十字架にかけられました。私が地獄に向かって行くとき、神に対して悪口を言うとき、神様は私のためにイエス様の十字架を賜物としてくださいました。これを人の言葉ですべて説明することは難しいです。現場回復するための第１番は個人が救いの感謝を回復することです。この救いの感謝を回復したときに使命が負担でなく感謝になります。使命が与えられ、使命のために生きることがとても感謝なわけです。使命に対する感謝は単なる感謝ではなく感激するということです。私の願いのためではなくて、神様の願いのためです。神様の願いのために生きるように、神様が私に使命をくださったわけです。神様のことなのに、私にそれをさせるために、私にその使命をくださったわけです。使命は私が主のために生きることではないのです。神様が私のためになさっていることです。私のこの短い人生の中で神様の同労者として立ててくださったわけです。時間になったからキャンプに行ったかのように思えるかもしれません。鹿児島は初めて行きました。どんなことがどうやって起きるかまったく分かりません。しかし、その場に来ているということ自体を、はじめからずっと感謝しました。地獄に行って乞食になるしかなかった私が神の働きのところにどうやって立っていることができるのか。もちろんどのように実が結ばれるのかも重要かもしれません。しかし、それ以前に、その場、その流れに私がいること自体が大きな感謝でした。使命を感謝する者に現場が回復されます。これを感謝できるものがすべてのことに感謝できます。私の弱さすらも感謝になります。また苦難も感謝です。すべてのことを働かせてこの使命に益としてくださることが分かるからです。ダビデは初めからこの感謝がありました。神殿建築の奥義がわかって、この感謝が深められました。感謝の水準、レベルがどんどん変わっていくわけです。
そして、今日の本文にあるように、行く所々で勝利するようになりました。皆さんにこの感謝が本当に回復されると現場を見る目が変わります。現場を征服するものとして見たときに始まります。現場の回復は、現場の真実が回復するときに征服できます。様々な形があります。しかし、私たちだけが分かります。現場は、絶対に逃れられない１２個の運命の中に捕らわれていることをまず知ることです。これが現場の真実です。ＡＩがどれほど発展しても現場の真実はこれです。私自身で動くことです。神様なしで私に陥るしかありません。現場は、神様なしでお金でできると言っています。また、現場は、神様なしで成功すればそれが成功だと言っています。ですから、私、お金、成功にかけて崩れてしまうわけです。ここから逃れることができません。絶対に成功することはありえません。ここにビジョンをもって執着するので文化を作ってしまいます。これをうまくやるために宗教、偶像、占いを作ります。ここにどのようなかたちでも縛られるようになります。私のために一生懸命、お金のために一生懸命、成功のために一生懸命走ります。このために宗教を信じてみたり、偶像を拝んだり、占いに行ったりするわけです。しかし、６つの運命から絶対に逃れることはできません。霊的な問題、精神の問題、肉体の問題が付いてくるようになります。生活のバランスが崩れてしまうわけです。それで永遠の問題が来ます。子孫の問題として、家系の問題として続けていくわけです。あんなに一生懸命生きても、うまくやろうとして一生懸命汗をかいても、お金さえあればできると思ったけれど、成績が良くて良い大学に行けばいいと思ったのに、この運命の力から逃れることができません。ですから、一言で現場はだまされてしまうところです。そして、一生の間、死の奴隷になっていきます。ある面では死ぬことを忘れて一生懸命あがきながら生きることです。希望などありません。現場を見て真実を見ることができないのであれば、現場を見ることはできません。とても優しくて誠実で嘘をつかない人がいます。神様をとても強く否定します。その人たちを見て感動したら現場を征服などできません。私たちがもちろんその方々より足りないのですが、私たちにはこの目が開かれています。現場の真実が回復されるべきです。サタンはすべての目を閉ざし見えないようにだましています。現場の真実が回復されると、キリストのみが答えであることが分かります。キリストだけが希望です。キリストだけが神様と出会えるまことの預言者です。このキリストだけがすべての罪、のろいを打ち砕いた祭司です。キリストだけが悪魔のしわざを打ち砕く王です。そして、イエス様がそのキリストです。現場の真実がわかって、そのキリストのみが答えなのだね。ここにはキリストが必要なのだね。よくやったというけれどキリストだけが必要で、倒れて泣いているけれどキリストだけが必要なのだね。そのように現場の真実が回復されるとき、神様が働くわけです。偉い人をとおしてやるのではありません。これが神様の恵みです。講壇のメッセージを握って黙想したときにこの目が開かれます。皆さんに与えられている現場でこの真実が回復されなければなりません。皆さんの胸に本当にキリストが必要だと悟るだけで神様が働きます。神様の願いだからです。

どうやって働きますか。出会いの門を開きます。このときに正確に福音だけ伝えればよいです。もしかすると人間的に優しくしてあげることによって優しさについてくることもあります。けれども、本当に神様に許されている人ならば、福音だけ聞いて福音でついてきます。それは優しくするなという意味ではありません。それは基本で常識です。これがあっているならば、私たちの基準は、神様が用意されている福音だけを伝えることです。そのとき私の実力とは関係なく、神様が働かれます。それでいのちの運動が現場で起きるわけです。信者個人、個人が、まことの感謝を回復することです。どんな問題、どんな悩みがありますか。そのために自分の感謝がないのであれば、それは自分が病んでいることであって問題ではありません。すべて完了したということなので、それで悩みのために感謝できないことはありません。ダビデが行く所々でこういうことが起きました。このようにすると現場は回復します。このことが続かないといけないので、一人でやるのではありません。教会が回復するときに現場のことが回復されます。ダビデが続けて勝って行く中で、15節ではこう言います。「イスラエルの全部を治め、その民のすべての者に正しいさばきを行なった」。教会回復のいちばんは全体の雰囲気です。ここではさばきを行なったとあります。全体が福音の雰囲気になることです。また、負担ではなく、まことの感謝の雰囲気になることです。このために正しい祈りの雰囲気にさせることです。教会全体の雰囲気がこのようになると現場の門が開かれます。牧師がこのような雰囲気、このような色でやるべきであって、皆さんひとりひとりもいつもこれは考えるべきです。教会が大きい、小さいは関係なく、全体の雰囲気がこうでないところがあります。それはすべての民たちに正しくさばきを行なっていないからです。悟った、まだ悟っていない、それは時刻表の問題です。牧師はもちろん重職者も祈りながらわきまえることです。16節から18節までがその話です。重職者は別に立てて訓練することです。そして、この全体のためにリーダーたちを立てて行くことです。特にその中で具体的に働きができるように働き人を立てることです。牧師ひとりでやったら、牧師が死んでしまったら終わりです。牧師のカリスマによってその教会が連れられていくなら、その牧師先生が終わったらその教会は終わりです。もちろんカリスマを与えることもありますし、カリスマを持って連れていくこともあります。方法はたくさんあります。それができないからやらないのではありません。教会はそういうところではないからです。皆さんひとりひとりが祝福の人として立たなければなりません。それができるようにどのように助けるのかがとても重要です。全体の雰囲気で導いて行きながら、小人数が力を得て起こされて教会が回復します。
うちの教会がとても感謝なのは、神学校に通っている方が多いです。神学校に通うからすべてできる、そういう意味ではありません。しかし、神学校に行くのと行かないとでは違います。神学生中心として来年はその働きを整理して行きたいと思います。たとえば私より信仰の経歴が短いのに何のメッセージをするのと思ってはいけません。神様が神学校にただで通わせているわけではありません。教会の回復です。どうしてでしょうか。皆さんの現場、47都道府県の回復のために教会が回復されなければならないからです。どうしてこのようになりますか。この少人数を中心として、全体とともにチームを構成していきます。さまざまなチームがあります。現場のためのチームがあります。5人1組があります。5人1組はレムナントを立てるためにいろいろな分野の人たちが力を合わせることです。未来のためのチームもあります。また、専門の才能を持っている専門チームも構成します。これ以上に様々なチームがあると思います。チームを構成したらもっと効果的だという意味ではありません。一人でも十分にやれます。けれども神様の方法は、教会を通してなさります。キリストのからだである本当にそれぞれの部分を通して現場を回復することを願っているからです。それが教会の奥義です。最近、時代がこうですからインターネット礼拝を地教会でやっています。いろいろな事情があるのでそのようにはやります。しかし、それがただメッセージだけ聞けばいいと誤解してはいけません。神様は教会を通して現場を回復します。心が合わない人もいます。レベルがお互いに合いません。しかし、教会だけに驚く奥義があります。試みに会わずに教会の奥義を味わわなければいけません。もしも私と合わないこの人と一緒にならなければ逆に私は大変だったと思えるように。それが教会の奥義です。心に合うから行って、合わないから行かない、それは世の中でやることであって、教会でやることではありません。すべて完了されました。その祝福の人たちです。現場の回復は、旧約でも新約でも一緒です。ダビデ個人がまことの感謝を回復して現場の門が開かれたわけです。どうして征服しましたか。現場の真実を見たからです。だから、神様が働かれました。このいのちの運動をそのまま放っておいてはいけません。教会を通して準備され拡散していかなければいけません。このようにして現場回復の主人公として味わってください。

皆さん、もう一度自分が置かれている現場に対して深く考えてください。この現場の真実を本当に胸に抱いて深く考えてみてください。そうでなければ現場でだまされてやられるようになります。それを深く考えた結果、そこにいる私、自分自身がどれほど大事なのかがわかります。子どもを教える教師が、この問題に対して答えをあげることができません。もしかすると皆さんは社員かもしれません。優秀な社長さんとか上司は、仕事はうまくできるけれども、答えをあげることはできません。けれども階級が低い私は答えをあげられる唯一の人です。現場の真実を見られなかったら自分がどれだけ大事な人なのかが見えません。皆さん自分自身がどれほど大事なのかを現場を深く考えながら発見してください。働くこともすべて違います。幸せになるために一生懸命頑張るかもしれません。同じ仕事をしても幸せない人として働きます。そうならば仕事をしながら幸せのオーラが出ます。そうすると神様が働かれます。幸せを味わい、幸せに伝えるために働きます。その幸せを味わいながら伝えるために勉強もするわけです。話が初めからまったく違います。それがなかなかなぜできないでしょうか。それは感謝が回復できないからです。また現場の真実がまだ見えていないからです。ですから、みことばどおりに深くもう一度考えてください。
昔、柳先生が言いました。地方から就職のために工場に来ました。信じる子達でした。給料をもらうために家を離れてここで働くのだと思ったら、すごく悲惨な思いになるでしょう。でも、よくよく考えてみてください。私が現場を本当に深く考えると、少ない給料をもらうけれど来ている理由が違います。私の大切さを発見します。以前になかった働きが起きます。これが現場征服の方法です。これが発見されると、教会がどれほど大切なのかがわかります。教理的に大切だという説明はできます。しかし、現場を深く考えてみながら、教会の大切さを実際に発見できますように。そうするとダビデが行ったところすべてで打ち勝ったように、皆さんも皆さんが行く所々ですべて征服するようになります。皆さんが現場征服の主人公であることを信じてください。

（祈り）
神様、感謝します。私たちを救い出した主を賛美します。また、現場征服の主人公として立ててくださったことを感謝します。みことばを導いてその答えの場に立つことができますように。神様が恵みをくださり現場の真実を実際に見ることができるように目を開いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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